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と
は
？

l
実
現
し
た
い
機
能
・
性
能
を
実
現
す
る
た
め
に

与
え
ら
れ
た

パ
ラ
メ
ー
タ
の
値
を
決
定
す

る
作
業
。

パ
ラ
メ
ー
タ
と
し
て
何
を
準
備
す
る
か
？

パ
ラ
メ
ー
タ
の
指
定
の
方
法
（
記
述

）
パ
ラ
メ
ー
タ
と
機
能
や
性
能
の
関
係
の
評
価
法

　
　
　
（
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
評
価
・
検
証
技
術
）

パ
ラ
メ
ー
タ
の
最
適
化
法
（
合
成
，
最
適
化
）
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パ
ラ
メ
ー
タ
の
影

詳
細

複
概
略

単
純

細
か
な
最
適
化

品
の

時
間
の
増
大

コ
ス
ト
の
増
大

者
の
ス
キ
ル

プ
ロ
セ
ス
へ
の
依
存
性
大

グ
ロ
ー
バ
ル
な
最
適
化

大
幅
な

改
善

時
間
短
縮

コ
ス
ト
低
減

シ
ス
テ
ム

の
視
点

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
の
関
係
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新
し
い
パ
ラ
メ
ー
タ
は
？

l
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

»
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

»
マ
ル
チ
プ
ロ
セ
ッ
サ
の
相
互
結
合

»
メ
モ
リ
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

l
プ
ロ
セ
ッ
サ
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

»
命
令
セ
ッ
ト
、
デ
ー
タ

、
メ
モ
リ
構
成
な
ど

l
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

l
源

圧
»
可
変

源
圧
プ
ロ
セ
ッ
サ

l
算
の
精
度
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パ
ラ
メ
ー
タ
の
５
Ｗ
１
Ｈ

l
な
ぜ
最
適
化
が
必
要
か
？

l
何
を
パ
ラ
メ
ー
タ
と
す
る
か
？

l
ど
の
よ
う
に
パ
ラ
メ
ー
タ
を
最
適
化
す
る

か
？

l
い
つ
パ
ラ
メ
ー
タ
を
最
適
化
す
る
か
？

l
だ
れ
が
ど
こ
で
パ
ラ
メ
ー
タ
を
最
適
化
す
る

か
？
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W
hy?

l
コ
ス
ト
（
面
積
）
最
小
化

»
回
路
，
プ
ロ
セ
ッ
サ
，
メ
モ
リ

l
性
能
最
大
化

»
回
路
，
プ
ロ
セ
ッ
サ
，
メ
モ
リ
，
I/O

l
消
費

力
最
小
化

»
回
路
，
プ
ロ
セ
ッ
サ
，
メ
モ
リ
，
I/O

l
信
頼
性
や

算
品

の
チ
ュ
ー
ン
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Q
uality D

riven D
esign

Contents
信
号
処
理

出
力
デ
バ
イ
ス

 1
H

om
e U

se

出
力
デ
バ
イ
ス

 2
Portable U

se

出
力
デ
バ
イ
ス

 3
Business U

se

M
usic, M

ovie,
V

isual Contents,
H

om
e Pages

標
準
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

個
別
の
品
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多
様
化
す
る

要
求

多
様
な
シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
シ
ス
テ
ム
の

が
多
様
化
し
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
の
出
力
の
品

に
対
す
る

要
求

シ
ス
テ
ム
の
出
力
の
品

を
変
更
し
な
い
コ
ス
ト
・
消
費

力
最
小
化
が
必
要
な

シ
ス
テ
ム
の
出
力
の
品

と
消
費

力
・
コ
ス
ト
と
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
を
考
慮
し
た

Ｉ
Ｔ
Ｓ

Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
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動
画
デ
コ
ー
ダ
の

精
細
画
面
向
け

デ
コ
ー
ダ

一
般
向
け

デ
コ
ー
ダ

携
帯
端
末
向
け

デ
コ
ー
ダ

コ
ン
テ
ン
ツ

業
務
用

精
細
画
面

一
般
向
け

T
V

低
像
度

液
晶
画
面
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M
PEG

2
の
デ
コ
ー
ド
結
果

ソ
ー
ス
画
像

出
力
画
像

 b　
マ
ス
ク

4bits
PSN

R
 = 33.65 [dB

]

出
力
画
像

 c　
マ
ス
ク

8bits
PSN

R
 = 29.80 [dB

]

出
力
画
像

 d　
マ
ス
ク

12bits
PSN

R
 = 11.02 [dB
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実
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結
果
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4

2
0
0
2
.2
.2
6 int func(v1, v2)

{  int  x0, x1, x2, x3, x3;
  char xdfgp,  leergre;

  x0 = v1 + v2;
  x1 = v2 – v1;
  xdfgp = x0 * x1;
  if (x1 > x2) {
     leergre = x2 * x3;
     xdfgp = x3 – x1;
   } else {
     x1 = 1;
     x2 = xdfgp / x3;
}w

hile (x1 != 0) {
   leergre = x2 / 2;
   xdfgp = x3 / 5;

Program
s

V
ariables

H
ardw

areD
/A

O
utput A

LU

無
駄
な

算
の
省
略

要
求
さ
れ
る
出
力
精
度
を
得
る
の
に
必
要
な

算
に
必
要
最
低
限
の
デ
ー
タ
パ
ス
を
用
意
す
る
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動
画
像
に
対
す
る

例

原
画
像

色
や
輝
度

情
報
の
削
減

コ
マ
落
と
し

像
度

の
削
減
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2
0
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2
.2
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6 int func(v1, v2)

{  int  x0, x1, x2, x3, x3;
  char xdfgp,  leergre;

  x0 = v1 + v2;
  x1 = v2 – v1;
  xdfgp = x0 * x1;
  if (x1 > x2) {
     leergre = x2 * x3;
     xdfgp = x3 – x1;
   } else {
     x1 = 1;
     x2 = xdfgp / x3;
}w

hile (x1 != 0) {
   leergre = x2 / 2;
   xdfgp = x3 / 5;

Program
s

V
ariables

H
ardw

areD
/A

O
utput A

LU

無
駄
な

算
の
省
略

要
求
さ
れ
る
出
力
精
度
を
得
る
の
に
必
要
な

算
に
必
要
最
低
限
の
デ
ー
タ
パ
ス
を
用
意
す
る
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形
式
的
手
法
へ
の
期
待
１

l
要
求
さ
れ
る
出
力
の
品

か
ら
必
要
と
な
る

内
の

算
精
度
を
算
出
す
る
技
術
．

l
要
求
さ
れ
る
信
頼
性
や
安
全
性
に
対
し
て
，

必
要
と
な
る
パ
ラ
メ
ー
タ
値
を
決
定
す
る
技

術
．
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W
hat?

l
資
源
量
（
プ
ロ
セ
ッ
サ
、
メ
モ
リ
、
バ
ス
、
演
算

器
、
レ
ジ
ス
タ
な
ど
）

l
資
源
同
士
の
接
続
法

l
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

l
算
精
度
，
デ
ー
タ

，
デ
ー
タ
パ
ス
幅

l
基
本
命
令
・
基
本
演
算

l
デ
ー
タ
の
配
置
（
特
に
メ
モ
リ
上
）
，
メ
モ
リ
構
成

l
源

圧
，
ク
ロ
ッ
ク
周
波
数
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新
し
い
パ
ラ
メ
ー
タ
の
例

l
可
変

源
圧
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

»
源

圧
，
ク
ロ
ッ
ク
周
波
数

l
ソ
フ
ト
コ
ア
プ
ロ
セ
ッ
サ

»
デ
ー
タ

，
レ
ジ
ス
タ
数
，
メ
モ
リ
サ
イ
ズ
，
基
本
命

令
，
デ
ー
タ
配
置

l
キ
ャ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

»
ラ
イ
ン
サ
イ
ズ
，
タ
グ
比

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
，
予
測
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
，
デ
ー
タ
配
置
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源
圧
の
空
間
的
最
適
化

l
各

分
は
必
ず
し
も

同
じ
忙
し
さ
で
は
な

い
。

l
暇
な

分
回
路
は
低

い
圧
で
ゆ
っ
く
り

動
か
す
。

い
モ
ジ
ュ
ー
ル

1.3V 50M
Hz

い
モ
ジ
ュ
ー
ル

1.3V 50M
Hz

標
準
的

モ
ジ
ュ
ー
ル

1.8V
100M

Hz

標
準
的

モ
ジ
ュ
ー
ル

1.8V
100M

Hz
忙
し
い

モ
ジ
ュ
ー
ル

3.3V 200M
Hz

忙
し
い

モ
ジ
ュ
ー
ル

3.3V 200M
Hz
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源
圧
の
時
間
的
最
適
化

l
要
求
さ
れ
る
性
能
は
時
間

的
に
変
化
す
る
。

l
忙
し
い
と
き
だ
け

い
圧
で

速
処
理
す
る
。

l
暇
な
と
き
は
低
い

圧
で

低
速
処
理
す
る
。

l
動
物
の

圧

l
T
ransm

eta社
 etc.

標
準
モ
ー
ド

1.3 V
50M

Hz

ビ
ジ
ー
モ
ー
ド

3.3 V
200M

Hz
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ソ
フ
ト
コ
ア
プ
ロ
セ
ッ
サ

l
パ
ラ
メ
ー
タ
化
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ッ
サ

»
基
本
的
な
可
変
パ
ラ
メ
ー
タ

–
デ
ー
タ
パ
ス
幅

–
レ
ジ
ス
タ
数

–
命
令
セ
ッ
ト

–
デ
ー
タ
メ
モ
リ
空
間

l
論
理
合
成
，
レ
イ
ア
ウ
ト
合
成
の
環
境

l
コ
ン
パ
イ
ラ
生
成

 　
　
→
カ
ス
タ
ム
化
可
能
な
コ
ア
プ
ロ
セ
ッ
サ
の
IP

l
A
RM

, T
ensilicaな

ど
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形
式
的
手
法
へ
の
期
待

l
い
ろ
い
ろ
な

パ
ラ
メ
ー
タ
に
対
す
る
対

応»
モ
デ
ル
化
の
方
法

»
評
価
関
数
の
柔

な
定
義

–
機
能
以
外
の
評
価
基
準

–
性
能
，
消
費

力
，

算
品

，
信
頼
性
，
安
全
性
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H
ow

?

記
述

パ
ラ
メ
ー
タ

記
述

パ
ラ
メ
ー
タ

最
適
化
戦
略

最
適
化
戦
略

評
価
・
検
証
系

評
価
・
検
証
系

評
価
結
果

イ
ン
ス

タ
ン
ス

パ
ラ
メ
ー
タ

値
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2
7

2
0
0
2
.2
.2
6 シ
ス
テ
ム

の
記
述
へ
の
要
求

l
で
き
る
だ
け
上
流
で

»
H
W
も
SW

も
含
ん
だ
シ
ス
テ
ム
レ
ベ
ル
で

l
で
き
る
だ
け
正
確
に

»
曖
昧
さ
の
な
い
記
述
で
厳
密
に

l
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く

»
読
み
や
す
く
，
書
き
や
す
く
，
検
証
し
や
す
く

l
ど
の
よ
う
な
パ
ラ
メ
ー
タ
も
扱
え
る
よ
う
に

»
い
ろ
い
ろ
な
パ
ラ
メ
ー
タ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

形
式
的
手
法
か
ら
の

決
策
へ
の
期
待
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記
述

の
方
向
性

l
で
き
る
だ
け
上
流
で

»
シ
ス
テ
ム
レ
ベ
ル
で
の
記
述
，
要
求
仕
様
の
記
述

l
で
き
る
だ
け
正
確
に

»
形
式
的
な

に
よ
る
記
述

l
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く

»
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

»
各
種
の
シ
ン
タ
ク
ス
的
工
夫

»
検
証
・
評
価
ツ
ー
ル
と
の
連
携

l
ど
の
よ
う
な
パ
ラ
メ
ー
タ
も
扱
え
る
よ
う
に

»
自
由
度
を
持
っ
た
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W
hen?

l
出
荷
前
(O

ptim
ization in D

esign)
»
チ
ッ
プ

時
»
チ
ッ
プ

後
–
プ
ロ
グ
ラ
ム
RO

M

l
出
荷
後
（
ユ
ー
ザ
に
依
存
し
た
最
適
化
）

»
実
行
時
(O

ptim
ization in O

peration)
»
休
止
時
(O

ptim
ization in Sleep)

–
Sleep時

（
例
え
ば
充

中
）
に
最
適
化
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W
ho and W

here?

l
W
ho

»
者

»
シ
ス
テ
ム
の
利
用
者

»
O
ptim

ization Service Provider
l
W
here

»
環
境

»
対
象
シ
ス
テ
ム
内

»
最
適
化
用
ホ
ス
ト
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O
ptim

ization in Sleep
l

個
人
用
携
帯
情
報
機
器
は
ほ
と
ん
ど
休

止
し
て
い
る
．

l
シ
ス
テ
ム
の
複

化
に
よ
り
，
使
わ
れ

る
機
能
は
個
人
差
が
大
き
い
．

l
シ
ス
テ
ム
内
に
最
適
化
機
能
を
持
た
せ

る
の
は
コ
ス
ト
が
か
か
る
．

l
充

時
な
ど
に
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
デ
ー
タ

を
ホ
ス
ト
に
送
り
，
ホ
ス
ト
側
で
最
適

化
し
，
最
適
化
情
報
を
シ
ス
テ
ム
に
戻

す
．

l
シ
ス
テ
ム
は
，
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
収
集
機

能
の
み
で
よ
い
．

l
最
適
化
は
ホ
ス
ト
で
時
間
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
か
け
て
行
え
る
．

シ
ス
テ
ム

ホ
ス
ト

プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
情
報

最
適
化
情
報

通
信
路

ホ
ー
ム
サ
ー
バ
ー

プ
ロ
バ
イ
ダ
な
ど
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6

キ
ャ
ッ
シ
ュ
ミ
ス
の
削
減

l
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
プ
ロ
フ
ァ

イ
ル
を
と
り
、
最
も
頻
繁

に
実
行
さ
れ
る
命
令
系
列

に
対
し
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
ミ

ス
が
少
な
く
な
る
よ
う
に

主
記
憶
上
の
基
本
ブ
ロ
ッ

ク
の
配
置
を
最
適
化
す

る
。
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3
3

2
0
0
2
.2
.2
6 主

記
憶
配
置
の
最
適
化
の
効
果

0

5
0
0

1
0
0
0

1
5
0
0

2
0
0
0

2
5
0
0

3
0
0
0

3
5
0
0

G
re
p

In
d
e
n
t

最
適
化
な
し

最
適
化
あ
り

Cache Size
    1K

B
D

irect M
apping

キ
ャ
ッ
シ
ュ
ミ
ス

回
数
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2
0
0
2
.2
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6 O

pt. in Sleepへ
の
技
術

題

l
可
変

分
（
パ
ラ
メ
ー
タ
）
を
何
に
す
る
か
？

l
可
変

分
を
ど
う
実
現
す
る
か
？

l
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
デ
ー
タ
の
集
め
方

»
デ
ー
タ
量

»
評
価
関
数
（
性
能
，
消
費

力
）
に
対
す
る
感
度

»
観
測
の
し
や
す
さ

l
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

»
O
ptim

ization Provider
»
H
om

e Server
»
Security
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2
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6

形
式
的
手
法
へ
の
期
待
３

l
動
的
最
適
化
機
構
の
安
全
性
の
保
証

l
パ
ラ
メ
ー
タ
変
更
の
安
全
性

»
機
能
の
維
持

»
性
能
の
変
化

»
消
費

力
の
変
化
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3
6

2
0
0
2
.2
.2
6 何

を
シ
ス
テ
ム
LSIで

作
る
か
？

l
集
積
回
路
は
出
版
と
同
じ

»
数
が
出
れ
ば
コ
ス
ト
が
下
が
る
．
M
illion Sellerが

稼
ぐ
．

l
従
来
の
LSIは

品
»
メ
モ
リ
は
い
ろ
い
ろ
な
所
（
パ
ソ
コ
ン
，
ゲ
ー
ム
機
，
家

製
品
な

ど
）
で
使
わ
れ
る
の
で
，
同
じ
も
の
が
た
く
さ
ん
売
れ
る
（
年
間
数

億
か
ら
数
十
億
個
）

l
シ
ス
テ
ム
LSIは

製
品
の
個
数
し
か
売
れ
な
い
．

»
世
界
の
人
口
は
６
０
億
人

»
一
人
が
た
く
さ
ん
シ
ス
テ
ム
LSIを

使
っ
て
も
ら
う
に
は
？

l
生
活
必

品
・
社
会
基
盤
と
し
て
の
利
用
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2
0
0
2
.2
.2
6

半
導
体
産
業
の
転
換
期

l
品
産
業
か
ら
の
脱
却

»
大
量
生
産
の
論
理
の
破
綻

»
メ
モ
リ
依
存
の
破
綻

»
チ
ッ
プ
数
＝
製
品
数

l
個
人
消
費
依
存
の
限
界

»
コ
ス
ト
主
導
の
市
場
競
争

»
PC

、
ゲ
ー
ム
機
、
携
帯

話
»

世
界
の
人
口
は
６
０
億
人

»
製
品
サ
イ
ク
ル
の
短
縮

»
過
当
競
争
と
価
格
の
下
落

•
社
会
シ
ス
テ
ム
へ
の
展
開

-
シ
ス
テ
ム
構
想
か
ら

LSIへ
-

大
量
の

LSIの
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

-
数
百
個
／
人
・
年

•
社
会
基
盤
と
し
て
の
技
術

-
生
命
、
財
産
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
が
対
象

-
信
頼
性
と
安
全
性

-
期
的
な
利
用

-
経
済
性

-
社
会
資
本
と
し
て
の
蓄
積
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2
0
0
2
.2
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6

基
本
的
な
疑
問

l
人
の
生
命
，
財
産
，
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か

わ
る
シ
ス
テ
ム
を
現
在
の
パ
ソ
コ
ン
，
ゲ
ー

ム
機
，
携
帯

話
の
技
術
で
作
っ
て
よ
い
の

か
？

»
失
敗
が

さ
れ
な
い
シ
ス
テ
ム

–
偽

子
マ
ネ
ー

–
プ
ラ
イ
バ
シ
情
報
の
漏
洩

–
生
命
の
危

を
引
き

こ
す
事
故



九
州
大
学
シ
ス
テ
ム
LSI研

究
セ
ン
タ
ー

3
9

2
0
0
2
.2
.2
6 社

会
基
盤
と
し
て
の
情
報
技
術

l
Q
uality　

　
　
ー
品

l
Reliability　

　
ー
信
頼
性

l
Security and Stability　

　
　
　
　
　
　
　
ー
安
全
性
と
安
定
性

    も
ち
ろ
ん
C
ostと

Perform
anceも

重
要

社
会
基
盤
は
、
社
会
資
本
で
あ
る
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2
0
0
2
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6

社
会
と
技
術

l
情
報
技
術
は
社
会
構
造
や
文
化
を
変
え
る
．

l
情
報
技
術
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
社
会
を
築

く
か
？

　
公
害
や
薬
害
の
よ
う
な
社
会
問
題
を
未
然
に

ぐ
»
使
う
人
に
わ
か
り
や
す
い
シ
ス
テ
ム

»
一
般
人
が
原
理
を
理

で
き
る
シ
ス
テ
ム

»
採
用
の
可
否
を
社
会
が
決
定
で
き
る
こ
と
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シ
ス
テ
ム
LSIの

応
用

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

家
製
品

通
信
機
器

医
療
応
用

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

軍
事
技
術

経
済
・
商
取
引鉄
道

自
動
車

航
空
機 宇
宙
開
発

工
場
・
研
究
所

シ
ス
テ
ム
LSI

市
基
盤

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
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2

2
0
0
2
.2
.2
6 シ
ス
テ
ム
LSI研

究
セ
ン
タ
ー
と
は

発
：
平
成
１
３
年
４
月

目
的
：

度
情
報
化
社
会
の
基
盤
技
術
と
し
て
の
シ
ス
テ
ム
LSI技

術
の
総
合
的
研

究
．

　
　
　
学
問
体
系
の
確
立
と
社
会
の
中
で
の
こ
の
技
術
の
利
用
の
方
向
を
明
確
化
．

　
　
　
2
1
世
紀
の
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
に
要
素
技
術
の
側
面
か
ら
指
針
．

特
徴
：
九
州
大
学
の
研
究
院
制
度
の
下
で
の
始
め
て
の
学
内
共
同
利
用
セ
ン
タ
ー
．

　
　
　
各
研
究
院
か
ら
の
研
究
者
に
よ
る
学
際
的
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
．

　
　
　
産
学
官
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
核
．

　
　
　
従
来
に
無
い
機
動
的
運
営
と
新
し
い
研
究
組
織
モ
デ
ル
．

　
　
　
大
学
院
生
の
活
用
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
育
成
．
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2
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九
州
大
学
シ
ス
テ
ム
LSI研

究
セ
ン
タ
ー
の
役
割

　

実
際
の

集
積
回
路

東
北
大
学
・
広
島
大
学
の
対
象
範
囲

先
端
製
造
技
術
の
研
究

社
会
か
ら
の
要
求

集
積
回
路

の

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

シ
ス
テ
ム
LSIの

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
＋
集
積
回
路

家
製
品

ゲ
ー
ム

情
報
機
器

自
動
車

飛
行
機

鉄
道子
マ
ネ
ー

子
投
票

医
療
機
器

自
動
販
売
機

ロ
ボ
ッ
ト

通
信
シ
ス
テ
ム

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

集
積
回
路
の

製
造

九
州
大
学
シ
ス
テ
ム
LSI

研
究
セ
ン
タ
ー
の
対
象
範
囲

東
京
大
学
大

模
集
積

シ
ス
テ
ム

教
育
セ
ン
タ
ー

(V
D
EC

)の
対
象
範
囲

社
会
の
種
々
の
応
用
分
野
か
ら
の

要
求
に
対
し
，
シ
ス
テ
ム
LSIを

す
る
先
端
技
術
の
研
究
．

こ
れ
か
ら
の
中
心
的
研
究

題
．

集
積
回
路
の
仕
様
か
ら
集
積
回
路
を

既
存
の
技
術
で

し
，
安
価
に

作
す
る
仕
組
み
．
全
国
の
大
学
の

教
育
の
充
実
と

度
化
を
支
援
．

九
州
工
業
大
学
の
対
象
範
囲

か
ら
製
造
ま
で
の
総
合
的
知

を
持
っ
た
技
術
者
の
教
育
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社
会
基
盤
へ
の
条
件

l
個
人
と
社
会
の
双
方
を
守
る
た
め
の
仕
組
み
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

（
個
人
の
権
利
と
社
会
の
秩
序
）

l
仕
組
み
は
単
純
で
理

し
や
す
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
（
弱
者

も
不
利
に
な
ら
な
い
し
か
け
）

l
期
的
に
安
定
し
て
運
用
が
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
（
信
頼
性
と

安
定
性
）

l
技
術
の
進
歩
に
柔

に
対
応
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
（
柔

性
と

保
守
性
）

l
攻
撃
や
災
害
に
対
し
て
強
く
か
つ
復
旧
が
簡
単
に
行
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
．
（
危
機
対
応
能
力
）

l
経
済
的
に
成
り
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
（
経
済
性
）
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相
手
が
見
え
な
い
情
報
社
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

正
当
な

通
信
相
手
？

通
信
の
相
手
は

？
信
用
で
き
る
？

正
当
な

利
用
者
？

こ
の
シ
ス
テ
ム

を
信
じ
て
良
い
か
？

シ
ス
テ
ム

利
用
者

シ
ス
テ
ム
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
の

正
当
性
を
ど
の
よ
う
に
確
認
す
る
か
？
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2
0
0
2
.2
.2
6

わ
か
り
易
い
社
会
基
盤
を

l
利
用
者
個
人
が
基
本
原
理
を
直
感
的
に
理

で
き
る
「
単
純

な
」
シ
ス
テ
ム
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

»
弱
者
を
守
る
シ
ス
テ
ム

–
シ
ス
テ
ム
を
守
る
た
め
の
複

化
は
本
末
転
倒

–
余

な
お
世
話
の
透
明
性
・
利
便
性
は
危

を
増
や
す

»
個
人
の
責
任
に
よ
る
リ
ス
ク
分
散

»
製
造
物
責
任
に
よ
る
過
度
の
コ
ス
ト
上
昇
を

ぐ

l
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
が
数
学
的
に
証
明
・
保
証
さ
れ
て
い

る
．
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子
投
票
は
信
用
で
き
る
か
？

l
自
分
の
投
票
が
正
し
く
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
こ

と
を
ど
う
や
っ
て
確
認
す
る
か
？

l
自
分
の
投
票
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

ど
う
や
っ
て
確
認
す
る
か
？

l
投
票
に
疑
惑
が
あ
る
と
き
，
チ
ェ
ッ
ク
が
行

え
る
か
？
（
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
の
フ
ロ

リ
ダ
州
の
よ
う
な
場
合
）
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2
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情
報
化
社
会
の

題

l
通
信
相
手
の
確
認
方
法
は
？

l
自
分
が
自
分
で
あ
る
こ
と
の
証
明
は
？

l
事
実
の
確
認
方
法
は
？

l
現
実
社
会
の
事
象
と
仮
想
世
界
の
事
象
の
対
応
は
？

が
対

応
づ
け
る
の
か
？

l
真
実
と
は
何
か
？
ど
う
や
っ
て
確
認
す
る
か
？

l
組
織
を
守
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
か
ら
個
人
を
守
る
技
術
へ

の
転
換
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こ
れ
ま
で
の
半
導
体

l
半
導
体
集
積
回
路
を
ベ
ー
ス
と
し
た
同
一
回

路
の
大
量
生
産

»
メ
モ
リ
と
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
＞

品
の
発
想

l
微
細
加
工
技
術
を
ベ
ー
ス
と
し
た
継
続
的
進

化»
集
積
化
・

速
化
・
低
消
費

力
化

»
価
格
は
一
定

l
シ
ス
テ
ム
の
集
積
化
と
応
用
分
野
の
拡
大
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0

2
0
0
2
.2
.2
6

こ
れ
か
ら
の
半
導
体

l
シ
ス
テ
ム
＝
デ
バ
イ
ス

»
System

 LSI→
集
積
回
路
に
シ
ス
テ
ム
開
発
の
発
想

l
製
造
技
術
の
転
換

»
微
細
化
の
限
界
　
微
細
化
す
る
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト

»
ミ
ニ
フ
ァ
ブ
　
　
製
造
の
仕
組
み
の
変
化

–
バ
ッ
チ
処
理
か
ら
毎
葉
処
理
へ

–
フ
ァ
ブ
ラ
イ
ン
の
小
型
化
・
廉
価
化
（
月
産
1
0
万
個
、
5
0
億
円
程
度
）

–
製
造
期
間
の
短
縮
（
１
週
間
以
下
）

l
応
用
分
野
の
変
化
→
Post PC

, Post 携
帯
端
末

»
期
間
の
短
縮
　
市
場
の
流
動
性

»
性
能
・
コ
ス
ト
・

力
か
ら
品

・
信
頼
性
・
安
全
性
へ
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形
式
的
手
法
へ
の
期
待

l
シ
ス
テ
ム
LSI

に
関
す
る
種
々
の

題
へ

の
対
応

»
パ
ラ
メ
ー
タ
の
多
様
性

»
評
価
関
数
の
多
様
性

»
信
頼
性
，
安
全
性
へ
の
対
応

»
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
双
方
に
対
応


